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概要

M-Compressor は、上方圧縮（アップワード コンプレッション）と下方圧縮（ダウンワード 
コンプレッション）の両方の機能を備えたスペクトラル コンプレッサーで、あらゆるタイプ
のサウンドにクリーンで歪みのない動的な処理を提供する新しいテクノロジーのもと開発さ
れました。 M-Compressor は個々の周波数で動作し、信号のスペクトルの輪郭に追従する動
的なスペクトラル スレッショルドを用いることで、スペクトル全体でバランスのとれた圧縮
を実現します。

M-Compressor はまったく新しいオーディオ圧縮の体験を提供し、クリエイターが仕事でよ
り良い結果が得られるように支援します。 それは、サウンドの完全なコントロールと使いや
すさのすばらしいコンビネーションであり、最小限の労力で望ましい結果を達成するのに役
立つ、高速かつ完璧なユーザー体験を実現します。

詳しくは: https://techivation.com/M-Compressor/
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• Down Threshold
• Up Threshold
• Down Ratio
• Up Ratio
• Attack/Release
• Intensity
• Punch
• Tilt Amount
• Tilt Centre Frequency
• Diff
• Sidechain
• Ext. SideChain
• Sidechain Highpass Filter
• Auto Gain

• Analyser Level Range
• Input-Output Level Meters
• Diff Meter
• Makeup Gain
• Dry/wet Mix
• Stereo Link
• Internal On-Off Switch
• A/B Switch
• Undo-Redo Options
• Scaleable Graphic User Interface (GUI)
• Internal Menu
• Show/Hide Tooltips
• Stereo and Mono
• Presets

機能(Features)
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クイックユーザーガイド

Down Threshold: 信号が下向きに圧縮されるレベルを定義します。

Up Threshold: 信号が上向きに圧縮されるレベルを定義します。

Down Ratio: 下向きの圧縮の強さを制御します。1.0:1 に設定すると、下方圧縮は無効になります。

Up Ratio: 上向きの圧縮の強さを制御します。1.0:1 に設定すると、上方圧縮は無効になります。

Attack/Release : Attack は信号レベルの増加にコンプレッサーがどれだけ早く反応するかを制御し、 Release は信号レベルが
下がってから圧縮を停止するまでの時間の長さを制御します。

Intensity: 圧縮をどの程度ソフトに、あるいはハードに行うかを制御します。 低い設定では、圧縮レンジが制限されたソフト
ニーが用いられます。 設定を高くすると、よりハードなニーで全範囲の圧縮レンジで処理が行われます。

Punch: トランジェント強調の量を制御します。

Tilt Control & Centre: 「Tilt」はスペクトラル スレッショルドにおけるチルトの dB/オクターブ スロープを設定し、「Tilt 
Centre」はスペクトラル スレッショルドを傾ける際の中心周波数を制御します。

Diff & Sidechain: 「Diff」では処理された信号と元の信号の違いを聞くことができ、「Sidechain」ではサイドチェーン入力を
聞くことができます。

Ext. SideChain: 外部信号を使用して下方圧縮を作動できるようにします。

Sidechain HP: サイドチェーン ハイパス フィルターの周波数を制御します。

Auto Gain: 「Make Up Gain」の自動制御を有効にします。 「Make Up Gain」が無効になっている場合、「Make Up」パラ
メータは、最後に測定されたオートゲイン値に設定されます。
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Down Threshold パート 1
通常のコンプレッサーは、コンプレッサー
のスレッショルドとの関係に基づいて全体
の信号レベルを調整します。それに対し
て、M-Compressor は、全体的な信号レベ
ルではなく、信号スペクトルを処理しま
す。 個々の周波数は、スペクトラル スレッ
ショルド曲線に応じたレベルに基づいて相
対的に圧縮されます。

スペクトラル スレッショルドにより、M-
Compressor がアーティファクトなしで動作
できるようになります。スペクトラル ス
レッショルドの形状は入力信号のスペクト
ル輪郭によって決定され、入力に応じて動
的に変化します。 これにより、通常のコン
プレッサーではありがちな低域の過剰な圧
縮や高域の圧縮不足を招くことなく、スペ
クトル全体でバランスのとれた圧縮が保証
されます。 また、入力信号の元々のトーン
バランスも維持されます。

Techivation M-Compressor
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Down Threshold パート 2
M-Compressor で Down Threshold を設定
した時は、基本的に、どの時点でコンプ
レッサーが作動し、オーディオ信号のダ
イナミック レンジのリダクションを開始
するかを指定することになります。 言い
換えれば、指定したスレッショルドより
上の時はコンプレッサーは非アクティブ
のままであり、下になった途端に動作す
るという境界を設定するといった具合で
す。

「Down Ratio」「Attack」「Release」お
よび「Intensity」パラメータは、下向きの
圧縮の動作に直接影響します。

Techivation M-Compressor
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Up Threshold
従来の下向きの圧縮に加えて、
M-Compressor は上向きの圧縮のスペクト
ル処理も提供します。 下方圧縮では、信
号レベルがスレッショルドを超えると減
少します。 上方圧縮は逆に機能します。
つまり、信号レベルがスレッショルドを
下回るとブーストされます。 これは、信
号のアンビエンスを引き出したり、より
アグレッシブなサウンドの圧縮を実現し
たい場合に特に便利です。
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Down Ratio
M-Compressor の「Down Ratio」は、下
向きの圧縮強度を調整するための重要な
コントロールです。 圧縮を無効にする 
1.0:1 から最大 20.0:1 までの範囲で、オー
ディオ ダイナミクスを完璧に形作るため
の柔軟性を提供します。

Up Ratio
M-Compressor の「Up Ratio」は、上向き
圧縮の強度を制御します。レシオの範囲
は、上向き圧縮がオフになる 1.0:1 から、
より顕著な圧縮効果が得られる最大 
20.0:1 までです。
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Attack
M-Compressor の「Attack」パラメータ
は、コンプレッサーが信号レベルの増加
にどれだけ早く反応するかを制御し、圧
縮のタイミングを正確に制御できます。

アタックタイムを長くすると、より多く
の元々のトランジェントが変更されずに
通過できるようになり、よりきびきびと
したサウンドが得られます。 この効果は
「Punch」のパラメータ量を上げることで
さらに増幅できます。

Release
M-Compressor の「Release」パラメータ
は、信号レベルが低下した後、圧縮が停
止するまでの時間を決定します。 これ
は、圧縮のタイミングを整えるための重
要なコントロールです。
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Intensity
M-Compressor の Intensity パラメータ
は、圧縮の性格を形作る鍵となります。 
コンプレッサーによって生成されるスペ
クトルの調整に適用する、滑らかにする
量を制御します。

設定を低くすると、緩やかなニーと狭い
圧縮の範囲によるソフトな圧縮効果が生
まれます。 一方、設定を高くすると、よ
りハードなニーで最小限のスペクトルの
平滑化による、制限のない圧縮レンジで
のより顕著な圧縮が得られます。

このコントロールを使用すると、オー
ディオ処理の要求に合致した圧縮のテク
スチュアを微調整できます。
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Punch
「Punch」コントロールを使用すると、コ
ンプレッサーのアタックに対する反応を
制御することでトランジェントをシェー
ピングすることができます。 「Punch」
の設定を低くするとトランジェントがソ
フトになり、値を高くするとコンプレッ
サーのアタック中に通過する元々のトラ
ンジェントが強調されます。

これは、ドラム等のより鋭いトランジェ
ントを持つサウンドに特に役立ちます。 
値を高くすることにより、ミックス内で
サウンドをより簡単に前面に押し出すこ
とができ、よりパンチの効いたサウンド
になります。
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Tilt Amount
トーンバランスの変更が必要な場合のた
めに、このプラグインはスペクトラル ス
レッショルドのチルト コントロールも提
供します。 これにより、スペクトルの一
部にさらに多くの圧縮を適用し、スペク
トルの残りの部分の圧縮を少なくするこ
とができます。

Tilt Centre Frequency
「Tilt Centre」は、M-Compressor でスペク
トラル スレッショルドを傾ける際の中心周
波数を制御できるパラメータです。このパ
ラメータは、特定の周波数範囲に焦点を当
ててオーディオの音色バランスを整えるの
に役立ちます。
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Diff
M-Compressor の「Diff」機能は、処理さ
れた信号と元の信号の違いを聞くことが
できる便利なツールです。 この機能を使
用すると、オーディオに加えられた変更
や強化を聴覚的に認識できるため、圧縮
設定を微調整して目的とする音質に到達
することが容易になります。

Sidechain
「Sidechain」コントロールを使用すると、
コンプレッサーのサイドチェーン入力を聞
くことができます。 この機能は、サイド
チェーン入力がオーディオの処理にどのよ
うな影響を与えるかを理解するのに役立
ち、目的の効果を得るための正確な調整を
行うことができます。
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Ext. SideChain
「Ext. Sidechain」スイッチを使用する
と、外部信号によって圧縮を作動するこ
とができます。このプラグインへの外部
サイドチェーン入力の設定方法について
は、DAW マニュアルを参照してくださ
い。「Ext. Sidechain」が有効になってい
る場合、下方圧縮のスペクトラル スレッ
ショルド値のレベルはサイドチェーンの
入力レベルによって制御されます。 ただ
し、スペクトラル スレッショルドの形状
は依然として（サイドチェーンではな
く）メインの入力によって決定されま
す。
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SideChain HP
M-Compressor のスペクトラル スレッ
ショルドの位置は、サイドチェーン入力
レベル (「Ext. Sidechain」が有効な場合は
内部または外部入力レベル) によって決ま
ります。 「Sidechain HP」パラメータを
使用すると、スペクトラル スレッショル
ドがサイドチェーンの低周波数にどの程
度反応するかを制御できます。 
「Sidechain HP」値を増やすと、低周波数
がスレッショルドに与える影響が少なく
なります。 これは、サイドチェーン信号
にハイパス フィルターを適用することで
実現されます。 「サイドチェーン」出力
モードを有効にすることで、この効果を
試聴できます。
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Auto Gain
M-Compressor の設定を微調整する際のレ
ベルマッチングを容易にするために、
「Auto Gain」モードが提供されていま
す。

「Auto Gain」を有効にすると、圧縮前後
の信号レベルを継続的に測定し、適切な
メイクアップ ゲインを自動的に適用しま
す。

「Auto Gain」は測定に基づいているた
め、パラメータの素早い変更に適応する
のに時間がかかる場合があります。 
重要: 「Auto Gain」はメイクアップゲイン
を継続的に調整するため、コンプレッ
サーの設定を微調整している間のみ有効
にすることをお勧めします。「Auto 
Gain」を無効にすると「Make Up」ゲイ
ンパラメータが直近の測定値に設定され
ます。
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Analyser Level Range
M-Compressor のスペクトル アナライ
ザーは、入力信号のスペクトル、下方お
よび上方のスペクトラル スレッショル
ド、およびコンプレッサーによって実行
されるスペクトル調整を視覚化します。

入力スペクトル (白線) が下方圧縮のス
レッショルド(金色の曲線) を超えると、ス
ペクトル レベルはスレッショルドに向
かって減少します。

リダクション量はコンプレッサーの設定 
(「Down Ratio」「Intensity」) によって異
なり、赤色で表示されます。 入力スペク
トル (白い線) が上方圧縮のスレッショル
ド(青い曲線) を下回ると、スペクトル レ
ベルはスレッショルドに向かってブース
トされます。 ブーストの量はコンプレッ
サーの設定 (「Up Ratio」「Intensity」) に
よって異なり、緑色で表示されます。
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Input-Output Level Meters
入出力レベル メーターは、処理前後の入
力信号と出力信号のオーディオ レベルを
表示する視覚的なディスプレイです。

これらのメーターは、入力および出力レ
ベルに関するリアルタイムのフィード
バックを提供し、オーディオ圧縮プロセ
ス中に発生する振幅の変化を監視できま
す。

M-Compressor の入出力レベル メーター
をチェックすると、処理設定が入力信号
に対して適切であること、および出力レ
ベルが目的のターゲット レベルに一致し
ていることを確認するのに役立ちます。
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Diff Meter (Gain Reduction/Boost Meter)
ゲインリダクション/ブーストメーター
は、圧縮前後の全体的な信号レベルの差
を表示します。

Make Up Gain
M-Compressor のMake Up Gainを使用す
ると、圧縮された信号に適用されるゲイ
ンの量を正確に制御できます。 この機能
は、オーディオ出力が一貫した望ましい
音量レベルを維持するのに特に役立ちま
す。「Auto Gain」オプションを有効にす
ると、コンプレッサーがメイクアップゲ
インを自動的にインテリジェントに設定
することによりプロセスから憶測を排除
し、ユーザーの介入を最小限に抑えつ
つ、最適なオーディオ品質を確保しま
す。
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Dry/wet Mix
「Mix」コントロールを使用すると、M-
Compressor を使用してパラレル コンプ
レッションを行うことができます。 一般
的なケースは、M-Compressor をアグレッ
シブなサウンドに設定し、「Mix」を下げ
て元の信号とブレンドすることです。 
「Make Up」ゲインは「Mix」の前に圧縮
信号に適用されるため、「前」と「後」
のレベルを一致させてシームレスな並列
のブレンドを行うことができます。

Stereo Link
「Stereo Link」は、M-Compressor がステレオ
信号にどのように反応するかを制御します。 
ゼロに設定すると、ステレオ チャンネルは完
全に独立して処理されます (デュアル モノラル
圧縮)。 100% では、ステレオ チャネルのスペ
クトラル スレッショルドがリンクされ、圧縮 
(ステレオ圧縮) 後に元のステレオ イメージが維
持されます。 0 ～ 100% の値を使用すると、ス
テレオ信号を圧縮する際のチャンネルの独立性
の度合いの適切なレベルを見つけることができ
ます。
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Presets
このプラグインは、右上隅にあるメニューを使用することにより、既存のプリセットをロードした
り、独自のカスタム プリセットを作成して保存したりすることができる便利な機能を提供します。

この機能により、特定のミキシング ニーズに合わせたさまざまな設定にすばやくアクセスして適用で
きるようになり、ワークフローが合理化され、オーディオ処理タスクの一貫したスタートポイントが
提供されます。

さらに、独自のカスタム プリセットを保存すると、さまざまなプロジェクト間で好みの設定を簡単に
呼び出すことができ、オーディオ制作への一貫した効率的なアプローチが保証されます。
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Internal On-Off Switch
このプラグインは専用のバイパス/オン コン
トロールを備えており、エフェクトを迅速に
有効またはバイパスすることができます。こ
のユーザーフレンドリーなコントロールは、
DAWホスト内で直接エフェクトのオンとオ
フを切り替えるときに発生する可能性のある
クリック音やオーディオアーティファクトを
回避できるように設計されています。このバ
イパス/オン コントロールを利用すること
で、プラグインエフェクト有りの状態、無し
の状態でオーディオをシームレスに聴き比べ
ることができ、よりスムーズなリスニング体
験とミキシングプロセス内でより正確な調整
をすることができるようになります。

バイパス/オン コントロールは、その主な機
能に加えて、DAW内でオートメーション処
理を行うときに特に役立ちます。バイパス/
オン コントロールを自動化することで、
ミックス内の特定のポイントでプラグインエ
フェクトを有効または無効にすることがで
き、オーディオ処理におけるダイナミックか
つ創造的な変更を行うことができます。
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A | B Comparison 
A/B ボタンは、さまざまなオプションを
比較し、オーディオ処理のニーズに最適
な設定を見つけるための便利な方法を提
供します。クリックするだけで、同じ処
理チェーンの2つの異なるバージョンを簡
単に切り替えて、結果を比較できます。
さらに、「Copy A toB」および「Copy B 
to A」機能を使用すると、あるバージョン
から別のバージョンに設定をコピーし、
その効果を比較することで、微調整や調
整をすばやくテストできます。A/B ボタ
ンを「Copy」機能と組み合わせて使用す
ると、処理の微妙な変化を効率的に評価
し、情報に基づいて最適なアプローチを
決定できます。この合理化されたワーク
フローにより、時間と労力が節約され、
技術的な細部に囚われることなく、ミッ
クスのクリエイティブな側面に柔軟に取
り組むことができます。



Page 25

FeaturesTechivation M-Compressor

Undo/Redo
M-Compressor プラグインには、組み込み
の「Undo」および「Redo」オプションの
便利な機能が装備されており、オーディオ
処理の作業中にさらなる安心感を与えま
す。これらの機能を使用すると、以前の設
定に簡単に戻したり、誤って行った変更を
やり直すことができるため、時間を節約
し、貴重な調整が失われるという可能性に
より生じるストレスを軽減できます。

「Undo」および「Redo」オプションを使
用すると、オーディオを不可逆的に変更す
ることを恐れることなく、さまざまな設定
や構成を試すことができます。さらに、こ
の機能は、代案となる処理の道筋を遡って
探索する効率的な方法を提供することで
ワークフローを強化し、オーディオ制作に
おいてより多くの情報に基づいた意思決定
を行うことができるようにします。
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GUI Scale
M-Compressor のインターフェイス ス
ケーリング機能を使用すると、好みに合
わせて GUI のサイズをカスタマイズし、
ワークフローを最適化できます。 50%か
ら150%までの幅広いスケーリングオプ
ションが利用可能で、視覚的スタイルや
作業スタイルに合わせてインターフェイ
スをパーソナライズできます。この機能
の優れた点の1つは、選択したスケールに
関係なく、プラグインのビジュアル品質
が一貫したままであることです。これに
より、好みの表示サイズに合わせて拡
大、または縮小した場合でも、インター
フェイスが鮮明で読みやすい状態に保た
れます。

さらに、M-Compressor のインターフェイ
ス スケーリング機能は、Retinaディスプ
レイを含むハイエンド品質のモニター向
けに最適化されており、プラグインの見
栄えが良く、さまざまなデバイス上で確
実に動作することが保証されます。 
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Tooltips
M-Compressor には、プラグインのメ
ニューから有効または無効にできる便利な
「ツールチップ」オプションがあります。
このオプションを有効にすると、ユーザー
インターフェイスの各部分の特定のセク
ションの上にマウスを置くだけで、その部
分の簡単な説明が表示されます。ツール
チップは、プラグインのさまざまなコント
ロールや設定についてすばやく学習するた
めの素晴らしい方法であり、インターフェ
イスの効率的な操作と使用が容易になりま
す。

これらは、各パラメーターの機能、範囲、
どのようにオーディオ信号へ影響を与える
のかなど、各パラメーターに関する役立つ
情報を提供します。
ツールチップ オプションを有効にすると、
ワークフローが高速化され、M-Compressor 
プラグインの操作が容易になります。特定
のコントロールの機能がわからない場合
は、その上にマウスを置くだけで、すぐに
有益なツールチップが表示されます。



便利な機能のクイックメニューです。

Plug-in Menu

• Undo
• Redo
• Presets
• Save Preset As…
• Load Preset…
• Open preset folder
• Default Preset
• GUI Scale
• Show/Hide Tooltips
• [ユーザーのメールアドレス]/Sign in
• About
• Support

Techivation M-Compressor
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互換性
プラグインフォーマット: VST, VST3, AU, AAX.
対応プラットフォーム: 通常の macOS インストーラーは 
10.13 (High Sierra) 以降をサポートし、レガシー macOS
インストーラーは 10.9 (El Capitan) から 10.12 (Sierra) までを
サポートします。
Windows 7以降。 32 ビットおよび 64 ビット。
対応DAW: Ableton Live, Logic Pro, Avid Protools, FL Studio, 
Cubase, Nuendo, Reaper, その他 、市販されている主要な
DAWソフトウェア。

アクティベーション
M-Compressor を当社の利用規約に従ってアクティブ化する
には、当社 Web サイトからライセンスを購入する必要があ
ります。弊社からライセンスを購入すると、プラグインにサ
インインした後、Techivation アカウントでプラグインが自動
的にアクティベートされます。1つのライセンスを購入し、取
得すると、ユーザーは同時に最大2台のマシンでプラグインを
使用できます。

インストール方法
M-Compressor ライセンスを購入した場合は、プラグインに
サインインしてアクティベー トし、生涯使用できます。

サインアップ/購入時にはソフトウェアのダウンロードが提供
されますが、いつでも Techivation.com にアクセスして最新
のソフトウェアアップデートを入手できます。

ダウンロード後、ファイルを解凍し、お使いのシステムに応
じてMac または PC インストーラーを選択します。 (警告: PC 
ファイルを Mac 上で実行したり、 Mac ファイルを PC 上で
実行したりしないでください)。

•Mac: PKG インストーラーをダブルクリックし、指示に従い
ます。
•PC/Windows: ファイルの内容を抽出します。セットアップ
ファイルをダブルクリックし、指示に従います。
*注: Mac OS X 10.9 ～ 10.11 を使用している場合は、レガ
シー macOS インストーラーをダウンロードする必要があり
ます。

サポート
サポートに関するお問い合わせについては
techivation.com/supportをご覧ください。
権利について、詳しくは
techivation.com/terms-conditionsをご確認ください。

ご質問がございましたらお気軽にメールでお問い合わせくだ
さい。 info@techivation.com あるいはtechivation@gmail.com
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アンインストール先

MAC OS
AU: /Library/Audio/Plug-ins/Components/
VST: /Library/Audio/Plug-ins/VST/
VST3: /Library/Audio/Plug-ins/VST3/
AAX: /Library/Application Support/Avid/Audio/Plug-Ins/
Other data: ~/Library/Application Support/Techivation

WINDOWS
VST: Custom path from installer
VST3: ¥Program Files¥Common Files¥VST3¥
あるいは ¥Program files(x86)¥Common Files¥VST3 
AAX: ¥Program Files¥Common Files¥Avid¥Audio¥Plug-Ins¥
Other data: C:¥ProgramData¥Techivation 「注：このフォル
ダは非表示になっているため、隠しファイルを表示するには
最初に設定を変更する必要があります。」
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